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1  自転車通行空間の整備について 

 

1.1  目的 

豊中市では、「安全で快適な自転車利用環境の創出」を目的とし、平成 26 年（2014 年）6 月に、

「豊中市自転車通行空間整備の考え方」をとりまとめ、自転車利用環境の改善に取り組んでいま

す。 

今後、市内に自転車通行空間を展開するにあたり、試験的に東豊中線においては路面への自転

車のピクトグラムの設置と、阪急西側北線と阪急東側線の一方通行区間においては路面着色によ

る自転車通行帯を整備し、その整備効果について検証を行いました。 

 

1.2  自転車通行空間の整備 

（1） 整備区間 

 

図 １ 自転車通行空間の整備区間 

岡町駅 

曽根駅 

東豊中線 

路面への自転車のピクトグラム設置 

豊中駅 

阪急西側北線 

路面着色による自転車通行帯整備 

阪急東側線 

路面着色による自転車通行帯整備 



自転車通行空間の整備について 

 

2 

（2） 路面への自転車のピクトグラムの設置 

 東豊中線において、自転車のピクトグラムを設置しました。 

 

図 ２ 整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 断面図（自転車のピクトグラムの設置）  

自転車のピクトグラム 自転車のピクトグラム 
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（3） 路面着色による自転車通行帯の整備 

 阪急西側北線と阪急東側線の一方通行区間において、街渠の撤去及び路側帯への路面着色を行

い、自転車通行帯を整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ 整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ 断面図（自転車通行帯の整備） 

  

阪急東側線 阪急西側北線 
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2  交通現況調査 

2.1  調査概要 

 整備効果を検証するため、施工の前後で交通現況調査を実施しました。 

◆調査時期・時間 

表 １ 調査時期・時間 

 東豊中線 阪急西側北線、阪急東側線 

事前調査 平成 26年（2014年）11月 11 日（火） 7 時～19 時（12 時間） 

竣工時期 平成 27年（2015年）9月中旬 平成 28年（2016年）10月下旬 

事後調査 
平成 27年（2015年）10月 27 日（火） 

7 時～19 時（12 時間） 

平成 28年（2016年）11月 17 日（木） 

7 時～19 時（12 時間） 

 

◆調査箇所 

 東豊中線  2 箇所（地点 1 本町７丁目付近、地点 2 本町６丁目付近） 

 阪急西側北線 1 箇所（地点 3 末広町２丁目付近） 

 阪急東側線  2 箇所（地点 4 岡上の町１丁目付近、地点 5 岡町１番付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 調査箇所 
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◆調査方法 

 高所よりビデオ調査を実施し、画像解析等により

交通現況を把握しました。 

 

◆調査項目 

 ・自転車の通行位置及び挙動 

・自転車と歩行者の通行順守率 

・自転車と歩行者の錯綜回数 

・自動車、自転車と歩行者の速度 

・自転車通行空間を走行する自転車と 

自動車の距離 

・自動車と縁石の距離 

 ・路上駐停車の台数と駐車時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビデオカメラ 

高所からのビデオ調査 

画像解析による自転車の交通状況の把握 
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2.2  調査結果と考察 

2.2.1  交通量と交通流動図 

 

（1） 東豊中線 【路面への自転車のピクトグラムの設置】 

地点１における 12 時間交通量の結果を表２にまとめました。 

 

表 ２ 12時間交通量 

種 類 整備前 整備後 

自動車 4,295 台 4,122 台 

歩行者 4,663 人 3,670 人 

自転車 2,709 台 2,203 台 

※調査箇所：本町 7丁目付近 

 

（2） 阪急西側北線・阪急東側線 【路面着色による自転車通行帯】 

 地点３及び地点４における 12時間交通量の結果を表３にまとめました。 

 

表 ３ 12時間交通量 

種 類 
阪急西側北線 阪急東側線 

整備前 整備後 整備前 整備後 

自動車 2,694 台 2,708 台 3,216 台 3,200 台 

歩行者 509 人 611 人 814 人 834 人 

自転車 1,459 台 1,291 台 1,811 台 1,618 台 

※調査箇所：（阪急西側北線）末広町 2 丁目付近、（阪急東側線）岡上の町 1 丁目付近 
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図 ７ 交通流動図（東豊中線） 

地点番号 1 調査場所 車線数 歩道有無 あり

路線名 備考

交通流動図

885人 653人

725人 551人

177台（6％） 116台（4％）

 92台（4％）  73台（3％）

180台（7％） 537台（20％）

 86台（4％） 526台（24％）

1,870台

1,758台

2,425台

2,364台

536台（20％）  59台（2％）

708台（32％）  61台（3％）
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1,663人 1,462人

1,328人 1,066人
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図 ８ 交通流動図（阪急西側北線） 

地点番号 3 調査場所 車線数 1 歩道有無
あり
(片側)

路線名 備考

交通流動図

489台 2,694台
293人 （33％） ↓

↓ ↓ 2,708台
335人 202台

（16％）

507台
216人 （35％）

↓ ↓
276人 404台

（31％）

381台

（48％）

82台

（5％）

（26％）
↓

618台

（6％）

67台
↓

阪急西側北線 【整備前後比較】１２時間計（自動車、歩行者、自転車）

末広町２丁目

自転車歩行者道 自転車通行空間 車道

N

S

E

W

至 豊中駅

種　類 整備前 整備後

自動車 2,694台 2,708台

歩行者 509人 611人

自転車 1,459台 1,291台

上 段：整備前

下 段：整備後

（ ）：12時間計に対する

方向別の割合

大型車混入率 11.0％→10.2％

至 岡町駅

歩行者 自転車 自動車

逆

走
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図 ９ 交通流動図（阪急西側北線） 

地点番号 4 調査場所 車線数 1 歩道有無
あり
(片側)

路線名 備考

交通流動図

636台
（35％） 392人

↓ ↓
588台 414人

（36％）

3,216台 627台
↓ （35％） 422人

3,200台 ↓ ↓
317台 420人

（20％）（40％）
654台

↓
（26％）
465台

83台
（4％）

↓
59台

（4％）

阪急東側線 【整備前後比較】１２時間計（自動車、歩行者、自転車）

岡上の町１丁目

自転車歩行者道自転車通行空間車道

N

S

E

W種　類 整備前 整備後

自動車 2,694台 2,708台

歩行者 509人 611人

自転車 1,459台 1,291台

上 段：整備前

下 段：整備後

（ ）：12時間計に対する

方向別の割合

至 豊中駅

至 岡町駅

大型車混入率 11.1％→5.8％

自動車 自転車 歩行者

逆

走
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2.2.2  自転車の通行位置 

自転車の通行位置の順守状況を確認するため、通行位置ごとの台数と割合を調査しました。 

 

（1） 東豊中線 【路面への自転車のピクトグラムの設置】 

東豊中線は歩道であるため、歩道を通行する自転車及び自転車通行空間を逆走する自転車がル

ール違反です。 

 

 

 

 

 

 

図 １０ 自転車の通行位置の考え方（歩道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １１ 東豊中線の自転車の通行位置（16時～19時/自転車通行量ピーク時間帯）

・自転車通行空間を順走する割合が 68％から 78％に増加。 

・自転車通行空間を逆走する割合が大きく減少し、自転車通行空間を順走する割合が増加。 

⇒路面への自転車のピクトグラムの設置により、通行位置が明確になったためと考えられる。 

・歩道通行の割合に大きな変化はない。 

68%

（228台）

78%

（218台）

12%

（40台）

4%

（12台）

20%

（68台）

18%

（52台）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

自転車通行空間（順走） 自転車通行空間（逆走） 歩道

通行位置順守 68％ 

通行位置順守 78％ 

（調査箇所）東豊中線 地点 1 本町 7丁目付近 

歩道

自転車通行空間

336台 

282台 
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（2） 阪急西側北線 【路面着色による自転車通行帯】 

自転車通行帯を逆走する自転車がルール違反です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １２ 自転車の通行位置の考え方（自転車歩行者道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３ 阪急西側北線の自転車の通行位置（15時～18時/自転車通行量ピーク時間帯） 

・自転車通行帯を順走する割合が 25％から 42％に増加し、自転車歩行者道の通行割合が

68％から 53％に減少。 

 ⇒路面着色による自転車通行帯の整備により、自転車の通行位置が明確になったためと考え

られる。 

68%

（300台）

53%

（181台）

25%

（110台）

42%

（145台）

7%

（32台）

5%

（17台）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

自転車歩行者道 自転車通行帯（順走） 自転車通行帯（逆走）

通行位置順守率 93％ 

通行位置順守率 95％ 

（調査箇所）阪急西側北線 地点 3 末広町 2丁目付近 

442台 

343台 
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（3） 阪急東側線 【路面着色による自転車通行帯】 

自転車通行空間を逆走する自転車がルール違反です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １４ 自転車の通行位置の考え方（自転車歩行者道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １５ 阪急東側線の自転車の通行位置（16時～19時/自転車通行量ピーク時間帯） 

・自転車通行帯を順走する割合が23％から36％に増加し、自転車歩行者道の通行割合が71％

から 60％に減少。 

 ⇒路面着色による自転車通行帯の整備により、自転車の通行位置が明確となり、路面着色に

より視覚的に自動車通行空間が分離されたためと考えられる。 

71%

（397台）

60%

（294台）

23%

（128台）

36%

（177台）

6%

（34台）

4%

（22台）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

自転車歩行者道 自転車通行帯（順走） 自転車通行帯（逆走）

（調査箇所）阪急東側線 地点 4 岡上の町 1丁目付近 

通行位置順守率 94％ 

通行位置順守率 96％ 

559台 

493台 
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図 １６ 阪急東側線 駅前付近の自転車の通行位置（15時～18時/自転車通行量ピーク時間帯） 

【駅前付近】 

・自転車通行帯を順走する割合は 20％から 19％と大きな変化はない。 

・自転車利用者の 80％が自転車歩行者道を通行。 

 ⇒岡町駅前の商店街にあたり、荷捌き等による路上駐停車が多く、自転車通行帯の通行が妨

げられているためと考えられる。 

78%

（434台）

81%

（381台）

20%

（110台）

19%

（90台）

2%

（11台）

0%

（2台）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

自転車歩行者道 自転車通行帯（順走） 自転車通行帯（逆走）

通行位置順守率 98％ 

通行位置順守率 100％ 

（調査箇所）阪急東側線 地点 5 岡町 1付近 

555台 

473台 

台 
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2.2.3  自転車と歩行者の錯綜回数 

 歩道または自転車歩行者道の安全性を確認するため、錯綜回数（自転車と歩行者とのすれ違い、

追越）を調査しました。 

 

（1） 東豊中線 【路面への自転車のピクトグラムの設置】 

 

 

 

図 １７ 東豊中線の自転車と歩行者の錯綜回数（16時～19時/自転車通行量ピーク時間帯） 
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・自転車と歩行者との錯綜回数に大きな変化はない。 

 ⇒歩行者通行量も多く、元来車道を通行する自転車通行量が多いことから、大きな変化がな

かったためと考えられる。 

 

（調査箇所）東豊中線 地点 1 本町 7丁目付近 
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（2） 阪急西側北線 【路面着色による自転車通行帯】 

 

 

 

図 １８ 阪急西側北線の自転車と歩行者の錯綜回数（15 時～18時/自転車通行量ピーク時間帯）  

 

（3） 阪急東側線 【路面着色による自転車通行帯】 

 

 

 

図 １９ 阪急東側線の自転車と歩行者の錯綜回数（16時～19時/自転車通行量ピーク時間帯） 

※東豊中線の歩道の自転車通行はルール違反であるが、阪急西側北線及び阪急東側線は自転車歩

行者道として指定され自転車の通行が可能であるため、錯綜回数が東豊中線よりも多い。 
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・自転車と歩行者との錯綜回数は大きく減少。 

 ⇒自転車通行帯の通行が増えたためと考えられる。 

・自転車と歩行者との錯綜回数は大きく減少。 

 ⇒自転車通行帯の通行が増えたためと考えられる。 

 

（調査箇所）阪急西側北線 地点 3 末広町 2丁目付近 

（調査箇所）阪急東側線 地点 4 岡上の町 1丁目付近 
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2.2.4  路上駐停車台数 

 阪急東側線の岡町駅前付近において、路上駐停車台数を調査しました。 

 

 

図 ２０ 路上駐停車の台数（15時～18時/自転車通行量ピーク時間帯） 

 

 

図 ２１ 路上駐停車の状況 
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・路上駐停車の台数に減少はなく、自転車通行空間の整備効果は見られない。 

⇒駅前であり、送迎等による短時間の駐停車が多いためと考えられる。 

事前 事後 
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3  アンケート調査 

 自転車通行空間等について、駐輪場利用者・沿道住民、交通事業者の方々にアンケート調査を

実施しました。 

 

3.1  調査概要 

①駐輪場利用者・沿道住民へのアンケート調査 

◆調査対象：・駐輪場利用者 

       豊中駅東第一自転車駐車場、豊中駅東第二自転 

車駐車場、豊中北駐輪センター、岡町駐輪セン 

ターを利用している方々 

      ・沿道住民 

       東豊中線、阪急西側北線、阪急東側線のうち、自

転車通行空間を整備した区間の沿道にお住まい

の方々 

◆調査項目：自転車の利用状況、自転車利用者のマナー、自転車

通行空間の安全性・走りやすさ、今後の整備に対す

る意見 

◆配布方法：駐輪場利用者 直接配布・郵送回収 

      沿道住民   ポスティング・郵送回収 

◆実施期間：配布；平成 28 年（2016 年）11月 17 日 

回収；平成 28 年（2016 年）12月 31日まで 

◆配布枚数：配布；駐輪場利用者 1,200部・沿道住民 400部、 回収；280 部 

 

②交通事業者へのアンケート調査 

◆調査対象：交通事業者（阪急バス㈱、阪急タクシー㈱、豊中タクシー㈱） 

◆調査項目：自転車利用者のマナー、運転のしやすさ、運転面での安全性、今後の整備に対する

意見 

◆配布方法：直接配布・直接回収 

◆実施期間：配布；平成 28 年（2016 年）11月 29 日、12月 1 日 

回収；平成 28 年（2016 年）12月１９日、１２月２６日 

◆配布枚数：配布；バス事業者 32 部・タクシー事業者 107 部、 回収；122 部 

  

アンケート用紙と一緒に自転車

のルールの啓発用クリアファイ

ルを配布しました。 
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◆駐輪場利用者・沿道住民 アンケート調査票 
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◆交通事業者 アンケート調査票  
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3.2  調査結果と考察 

3.2.1  アンケート回答者について 

 

①駐輪場利用者・沿道住民アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②交通事業者アンケート調査 
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3.2.2  自転車の走りやすさの変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２２ 自転車の走りやすさに関するアンケート結果（自転車利用者） 

 

3.2.3  自転車の安全性の変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２３ 自転車の安全性に関するアンケート結果（自転車利用者）

・自転車の走りやすさは、「良くなった」、「やや良くなった」という回答が 6 割以上。 

⇒自転車通行空間が確保されたことにより、自転車の通行位置や方向が明確となったため、

自転車の走りやすさが向上したと考えられる。 

・自転車の安全性は、「良くなった」、「やや良くなった」という回答が約 6割。 

 ⇒自転車通行空間が確保されたことにより、自転車の安全性が向上したと考えられる。 

⇒路面着色による自転車通行帯の整備手法は、自転車のピクトグラムに比べ、視覚的に通行

位置が明確なため、安全性が向上したと感じている人が多いと考えられる。 

12%

44%

6%

7%

31% 良くなった

やや良くなった

やや悪くなった

悪くなった

変わらない

10%

14%

12%

36%

50%

44%

8%

3%

6%

8%

8%

7%

38%

25%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東豊中線

【自転車のピクトグラム】

阪急西側北線・阪急東側線

【路面着色による自転車通行帯】

全体

17%

24%

21%

48%

47%

47%

4%

3%

3%

4%

3%

4%

27%

23%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東豊中線

【自転車のピクトグラム】

阪急西側北線・阪急東側線

【路面着色による自転車通行帯】

全体
21%

47%

3%

4%

25%
良くなった

やや良くなった

やや悪くなった

悪くなった

変わらない

駐輪場利用者・沿道住民アンケート調査結果 

東豊中線と阪急西側北線・阪急東側線のアンケート

の合計値（N＝317） 

 

駐輪場利用者・沿道住民アンケート調査結果 

東豊中線と阪急西側北線・阪急東側線のアンケート

の合計値（N＝314） 
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3.2.4  運転面での安全性の変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２４ 運転面での安全性の変化に関するアンケート結果（自動車運転者） 

 

 

・運転面での安全性は、「良くなった」、「やや良くなった」という回答が 4割以上。 

・自由意見の中には、ルールを守らない自転車が好き勝手に通行するため、運転面での安全性

が「悪くなった」という内容もあった。 

 ⇒自転車通行空間の整備のみでは運転面での安全性を向上させることは難しく、自転車のマ

ナー向上も併せて取り組む必要がある。 

交通事業者アンケート調査結果 

東豊中線と阪急西側北線・阪急東側線のアンケート

の合計値（N＝226） 
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3.2.5  自転車のマナーの変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２５ 自転車のマナーに関するアンケート結果（自転車利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２６ 自転車のマナーに関するアンケート結果（自動車運転者） 

・自転車のマナーは、自転車利用者・自動車運転者のどちらの立場からも、「良くなった」、「や

や良くなった」という回答が 4割以上。 

・自転車のマナーが「変わらない」、「悪くなった」との回答が４～５割。 

⇒正しく自転車通行空間が利用されていない場合があると考えられる。 

⇒自転車通行空間の整備により自転車のマナーが向上したと感じている人もいるが、引き続

き、自転車のマナー向上及び自転車通行空間の正しい通行方法について周知する必要があ

る。 
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駐輪場利用者・沿道住民アンケート調査結果 

東豊中線と阪急西側北線・阪急東側線のアンケート

の合計値（N＝344） 

交通事業者アンケート調査結果 

東豊中線と阪急西側北線・阪急東側線のアンケート

の合計値（N＝228） 
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3.2.6  今後の自転車通行空間の整備について 

 

 

駐輪場利用者・沿道住民 交通事業者 

  

図 ２７ 今後の自転車通行空間の整備 

 

駐輪場利用者・沿道住民 交通事業者 

  

図 ２８ 今後の自転車通行空間の整備方法 

 

・今後の自転車通行空間の整備については、「進めるべき」、「状況や場所に応じて進めるべき」

という回答が、駐輪場利用者・沿道住民では約１０割、交通事業者では９割。 

・自転車通行空間の整備方法は、安全性に優る路面着色による自転車通行帯が支持されてい

る。 
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4  まとめ 

自転車通行空間の整備効果を検証するために実施した、交通現況調査及びアンケート調査の結

果等についてまとめました。 

 

◆交通現況調査結果 

①東豊中線 【路面への自転車のピクトグラムの設置】 

事後は、自転車の通行位置及び方向の順守率が増加した。また、自転車通行空間を逆走する割

合が大きく減少した。これは、路面への自転車のピクトグラムの設置により、通行位置が明確に

なったためと考えられる。 

ただし、本来、自転車が通行できない歩道であるのにも関わらず、歩道通行の割合に大きな変

化はない。 

今後、このような自転車利用者のマナー向上を目指した取組を検討し、啓発活動等を実施する

必要がある。 

 

②阪急西側北線、阪急東側線 【路面着色による自転車通行帯】 

事後は、自転車の通行位置及び方向の順守率がわずかに増加し、自転車通行空間を順走する割

合は大きく増加した。これは、路面着色による自転車通行帯の整備により、自転車の通行位置が

明確になったためと考えられる。 

ただし、阪急東側線の岡町駅前付近では、多くの自転車が自転車歩行者道を通行し、自転車通

行空間を順走する割合に大きな変化はなかった。これは、岡町駅前の商店街にあたり、路上駐停

車が多いため、自転車通行空間の通行が妨げられていることが一因と考えられる。 

今後、路上駐停車に対する取り締まり強化を含めて、自転車利用者のマナー向上を目指した取

組を検討し、啓発活動等を実施する必要がある。 

 

◆アンケート調査結果 

自転車の走りやすさや安全性は、「良くなった」、「やや良くなった」という回答の割合が多かっ

た。これは、自転車通行空間の整備により通行位置が明確となり、自転車の走りやすさや安全性

が向上したと感じている人が多かったためと考えられる。特に、東豊中線のような自転車のピク

トグラムに比べ、阪急西側北線や阪急東側線のような路面着色による自転車通行帯の方が、安全

性が向上したと感じている人が多かった。 

 一方、自動車運転者からは、ルールを守らない自転車が好き勝手に通行するため、運転面での

安全性が「悪くなった」という意見もあった。このことから、自転車通行空間の整備のみでは運

転面での安全性を向上させることは難しく、自転車のマナー向上も併せて取り組む必要がある。 
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 なお、自転車のマナーについては、自転車利用者・自動車運転者のどちらからも「良くなった」、

「やや良くなった」という回答が 4割以上あったが、自転車のマナーが「変わらない」、「悪くな

った」との回答も同程度あり、正しく自転車通行空間が利用されていないと考えられる。自転車

通行空間の整備により自転車のマナーが向上したと感じている人もいるが、引き続き、自転車の

マナー向上及び自転車通行空間の正しい通行方法について周知が必要である。 

 最後に、今後の自転車通行空間の整備については、駐輪場利用者・沿道住民の約１０割、交通

事業者の９割が「進めるべき」、「場所や状況に応じて進めるべき」と回答している。その整備方

法は、路面着色による自転車通行帯による整備が支持されていることから、路線や地域の特性に

応じた自転車通行空間を整備する必要がある。 

 

◆今後の課題 

今回の効果検証によって、自転車利用者のマナー向上や自転車の通行を阻害する路上駐停車等

の課題はあるが、自転車通行空間の有効性が一定程度確認された。 

今後は、路面への自転車のピクトグラムの設置及び自転車専用帯としての路面着色等について、

全市的なネットワーク化の検討を進める。 

整備にあたっての課題は以下のとおりである。 

 

①路上駐停車及び荷さばき車両の対策 

 自転車通行空間への路上駐停車が自転車の通行の妨げとなっている実態を踏まえ、交通管理

者と連携し、路上駐停車及び荷捌き車両の対策を行うことが必要である。 

 

②自転車利用者のルール、マナーの向上のための啓発活動の継続 

 自転車歩行者道を通行する自転車利用者を含め、自転車通行空間を正しく利用してもらうた

めに、自転車のルール、マナー向上のための啓発活動を継続することが必要である。 

 

③豊中市全域の自転車ネットワークの構築 

 今回の検証結果を踏まえて、路線や地域の特性に応じた自転車通行空間の整備を推進するた

め、自転車ネットワークの構築が必要である。 

 

④府道及び国道との連携 

 自転車ネットワークの構築には、府道及び国道と連携し、自転車通行空間を連続的に整備す

る必要がある。 
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